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現代日本を代表する組織神学研究第一人者の集大成『キリスト教教義

学(上・下）』刊行に合わせ、その基本構想となった論文集を復刊！
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オンデマンド版

イエス・キリストの「歴史的啓示」から

三位一体の神への理解、さらに内在的三

位一体から神の永遠の意志決定に基づ

く救済史の理解に至る。著者の組織神学

の基本構想とそれに基づく諸テーマを

扱った論文集。

●

[上製]

組織神学の根本問題
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